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会 議 録 

会議の名称 第３回埼玉中部環境保全組合新たなごみ処理施設等地元協議会 

開催日時 令和５年１１月１６日（木）１８時００分 ～ １９時２０分 

開催場所 鴻巣市笠原公民館 講座室Ａ・Ｂ 

委員出席者  ２４名 

委員欠席者   ３名 

組合出席者 
藤倉事務局長、田村建設推進課長、池上副参事、西村課長補佐兼

係長、原田主幹、飯塚主査 

会議内容 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）第２回地元協議会の意見に対する報告について 

（２）環境保全について 

  ①建設予定地における災害対応について 

②建設予定地の周辺環境について 

４ その他 

５ 閉会 

 

会議資料 

資料１ 第２回地元協議会の意見に対する報告について 

資料２ 建設予定地における災害対応（案） 

資料３ 建設予定地周辺図 
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発言者 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

〈会長からあいさつ〉 

 

３ 議題 

（１）第２回地元協議会の意見に対する報告について 

〈事務局より説明〉 

 

議題（１）第２回地元協議会の意見に対する報告について、

ご意見ご質問等がありましたらお願いします。 

〈質疑なし〉 

 

 （２）環境保全について 

   ①建設予定地における災害対応について 

〈事務局より説明〉 

 

議題（２）環境保全について①建設予定地における災害対応

について、ご意見ご質問等がありましたらお願いします。 

 

水害対策について、資料によると県道よりも高くするとある

が、最近の集中豪雨などを考えると、隣のカントリーエレベー

ターよりも高くしてもらいたい。なるべく高く盛土してもらい

たい。 

 

頂いた意見も勘案し、効率的な方法で対応を検討します。 

 

  既存の施設も高い位置に投入口を作っているようだが、最近

の施設の傾向はどうなっているのか。 

 

水害が懸念される場所にある施設においては、ピットを上げ

ている例が多くなっています。 
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Ｂ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

Ｄ委員 

 

Ｅ委員 

 

 

事務局 

 

 

  新施設は災害拠点として位置付けることになっているのか。

また、そうなった場合には、災害時に施設までのアクセス道路

が使えない可能性がある。このことついてどのように考えてい

るか。 

 

  災害拠点とする場合は、鴻巣市の防災計画で位置付ける必要

があるので、今後の鴻巣市との協議の中で対応していきます。 

併せて、周辺の道路の整備につきましては、地元の方から意

見を伺いながら、関係機関と協議を進めていきたいと考えてい

ます。 

 

災害拠点となった場合、災害ごみも搬入され、長期間の避難

はできないと考えている。短期間の避難地として検討していた

だきたい。 

 

ご意見としてお伺いします。 

 

ほかに質疑等ございますか。 

 

ほかにないようですので、事務局は頂いた意見を基に、関係

機関との協議を進めてください。 

 

②建設予定地の周辺環境について 

〈事務局より説明〉 

〈質疑〉 

 

  笠原土地改良区から要望書が出ているようなので、内容につ

いて説明をお願いします。 

 

 〈要望書について説明〉 

 

  要望書の補足ですが、今回の資料の高さまで盛土すると稲穂

まで浸かってしまう。排水などもよく検討していただきたい。 

  

頂いた要望については、関係機関と協議をしながら検討した

いと考えています。 
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Ｆ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

事務局 

 

 

Ａ委員 

 

 

事務局 

 

Ｈ委員 

 

 

 

Ｉ委員 

 

事務局 

 

Ｄ委員 

 

 

  交通量の増加により、前面の県道が渋滞することが想定され   

 る。どのような対策を考えているのか。 

 

  渋滞の回避は重要な課題と考えています。既存施設の情報を

活用し、渋滞の程度が予測できますので、場内に車を滞留させ

るなどの方法も勘案しながら対策を検討したいと考えていま

す。 

 

  工事中の工事車両についても、かなり多いと考えられる。 

 また、敷地の面積は決まっているのか。 

   

工事車両も多くなると見込んでおり、搬入ルートや交通誘導

員など十分な対策を行います。敷地の面積は建設検討委員会の

中で検討しているところです。 

 

資料３の図面に着色されている箇所が周辺整備の対象なの

か。 

 

  資料３の水路は青、道路は茶色で着色していますが、周辺整

備の対象を示した図ではありません。 

 

郷地安養寺地内の舗装道路が傷んでいる。また、砂利道も多

いので舗装していただきたい。 

 

要望として承ります。 

 

  ３本の排水が合流している箇所があり、その河川内に旧橋の

一部が残っている。これが無くなれば河川の流れも良くなると

思う。 

 

  現状の課題として認識しています。 

 

  今後、関係機関と協議していきます。 

 

  鴻巣カントリー脇の水路の側道が道幅も狭く、崩れてきてい

る。周辺では行き止まりの道路も多くあるので、周辺環境整備

として行っていただきたい。 
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会長 

 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  要望個所や内容によっては道路管理者や、水路管理者だと思

いますので、事務局は周辺の道路や水路の管理者をまとめてい

ただきたい。 

 

  要望については本組合が窓口になり、必要に応じて関係機関

と調整したいと考えています。 

 

ほかに質疑等ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

４ その他 

 事務局から２点報告させていただきます。 

１点目といたしまして、次回の第４回地元協議会は、１月 

１３日（土）午後６時から笠原公民館で行います。 

２点目は住民説明会についてです。住民説明会を９月２８日

から１０月８日にかけて４回開催し、延べ２４１名のご参加を

いただきました。説明会の会議資料、会議録、アンケートの集

計結果につきましては、後日、組合のホームページで公開いた

します。 

 

 

以上２点を含め、全体を通してご質問はございますか。 

〈質疑なし〉 

 

 

５ 閉会 

〈副会長から閉会のあいさつ〉 

 

 


